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白石地区模式柱状図
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軟弱層の分布状況は，阿武馴及び白石川の自然堤防の間の低地では泥炭層（層厚1メー

トル前後）が広く分布しており・欄層の段丘及び扇状地堆積層中にも層厚数メートルに及

なお・別に添付している「地盤沈下状況類型図」は昭和53年度における地盤沈下状況を3

類型に区分して示したものである。
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